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62
平
成
一

0
年
度
予
算
／
，
文
部
省
の
機
髯
゜
定
員
／
文
教
関
係
の
税
制

8
総

説

ー

1
|
'

鬱
文
教
行
政
全
般
の
進
展
／
各
分
野
の
文
教
施
策
の
展
開
，

1
1
文
教
施
策
の
総
合
的
推
進
鬱
教
育
改
革
の
推
進
／
文
教
施
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の

充
実
／
「
我
か
国
の
文
教
施
策
」
（
教
育
白
書
）
の
刊
行
／
教
職
員
の
生
涯
生
活
設
計
の
推
進

担
王
涯
学
習
—

I
©
生
涯
学
習
の
振
興
／
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策

16初
等

中

等

教

育

喜

等

中

等

教

育

の

概

況

／

教

育

内

容

。

方

法

の

改

善

／

学

校

週
五
日
制
の
推
進
／
生
徒
指
導
の
充
実
／
進
路
指
導
の
改
蕃
．
充
実
／
国
際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
／

高
等
学
校
教
育
の
改
革
と
中
高
一
貫
教
育
／
幼
稚
圏
教
育
・
職
業
教
育
•
特
殊
教
育
の
振
興
／

よ
り
よ
い
教
科
書
の
提
供
／
学
級
綱
制
及
び
教
職
晨
配
置
の
改
善
／
教
育
の
資
質
能
力
の
向
上
／

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
地
方
教
育
行
政
制
度
及
び
運
用
の
改
善
／
公
立
学
校
施
設
の
整
備
／

海
外
子
女
・
帰
国
子
女
教
育
の
充
実
／
外
国
人
子
女
教
育
の
推
進
／
人
権
教
育
の
振
興

2
6高
等
教
育
—0
高
等
教
育
改
革
の
推
進
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
の
推
進
／
理
工
系
人
材
の
養
成
／

医
療
人
の
育
成
／
大
学
院
の
充
実
・
強
化
／
国
立
大
学
の
竪
備
・
充
実
等
／

公
立
大
学
等
に
対
す
る
助
成
／
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
／
育
英
奨
学
事
業
の
充
実
／
学
生
の
就
職
／

学
生
等
の
就
業
体
険
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の
推
進
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

3
2私
立
学
校
—I
I
I
|
'

，
し
嘔
私
学
行
政
の
概
況
／
私
学
助
成
の
充
実

34
学
術
研
究
_
,
0
学
術
研
究
の
振
興
／
科
学
研
究
費
補
助
金
と
出
資
制
度
の
拡
充
／
若
手
研
究
者
の

養
成
・
確
保
／
学
術
研
究
体
制
の
整
備
，
／
基
礎
研
究
の
璽
点
的
推
進
／

学
術
研
究
の
社
会
的
協
カ
・
連
携
の
推
進
／
研
究
評
価
の
充
実

39社
会
教
育
ー
R
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
／
社
会
教
育
の
諸
条
件
の
整
備

4
2ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
教
育
—
鍮
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
概
況
／
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
／
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
／
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
／
健
康
教
育
の
充
実

49文
化
ー
＠
文
化
政
策
の
推
進
／
芸
術
文
化
の
振
興
／
文
化
財
の
次
世
代
へ
の
継
承
。
発
展
／

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
／
文
化
発
信
の
た
め
の
基
盤
整
備

54
国

際

交

菰

協

力

＇

’

⑲

国

際

交

流

。

協

力

の

概

況

／

留

学

生

交

流

／

教
育
の
国
際
交
流
・
協
力
／
学
術
の
国
際
交
流
・
協
刀
／
文
化
の
国
際
交
流
。
協
力
の
推
進
／

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
／
国
際
機
関
を
通
じ
た
協
力

58情
報
化
の
推
進
ー
翁
情
報
化
施
策
の
概
況
／
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
各
分
野
の
取
組

叩

又

教

施

設

＠

文

教

施

設

整

備

の

展

開

／

新

た

な

時

代

に

応

じ

た

文

教

施

設

の

取

組

／

国
立
学
校
施
設
の
高
度
化
。
多
様
化
の
推
進

84
編
集
後
記
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席

80
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だ
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記
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70
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県
発
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文
化
は
、
個
々
人
の
心
の
豊
か
さ
や
地
域
社
会
の

心
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、
生
涯
を
通
じ
た
「
心

の
教
育
」
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
国
や
社
会
に
活
力
を
与
え
る
禁
盤
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
文
化
は
一
国
の

ょ拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と

と
も
に
、
文
化
に
よ
る
国
際
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い

る。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
文
化
庁
で
は
、
文
化
基

盤
の
整
備
・
充
実
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

芸
術
文
化
の
振
興
や
文
化
財
の
保
存
。
活
用
r

文
化

の
国
際
交
流
。
協
力
な
ど
、
文
化
振
興
の
た
め
の
各

種
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

平
成
一

0
年
―
―
一
月
に
は
、
文
化
庁
に
お
い
て
、
今

後
の
文
化
振
興
方
策
の
基
本
的
方
向
を
示
す
「
文
化

振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
中
で

,ar文
化
政
策
の
推
進

ー
ロ

曰
芸
術
創
造
活
動
の
推
進
（
ア
ー
ツ
プ
ラ
ン
2

1

)

文
化
庁
で
は
、
「
ア
ー
ッ
プ
ラ
ン
2
1
」
を
創
設
し
r

二
―
世
紀
の
文
化
立
同
を
目
指
し
て
芸
術
創
造
活
動

の
支
援
の
抜
本
的
拡
充
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

(l l 

芸
術
創
造
活
動
の
推
進

2

2
芸
術
文
化
の
振
興

は
、
子
ど
も
た
ち
の
文
化
活
動
や
鑑
賞
の
機
会
を
充

実
す
る
た
め
の
施
策
を
「
地
域
子
ど
も
文
化
プ
ラ
ン
」

と
位
置
づ
け
推
進
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

平
成
一

0
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
①
芸
術
創
造

活
動
の
推
進
、
②
芸
術
文
化
に
親
し
む
機
会
の
充
実
、

③
文
化
財
の
次
世
代
へ
の
継
承
、
④
文
化
発
信
の
た

め
の
基
盤
整
備
な
ど
の
諸
施
策
を
推
進
す
る
た
め
r

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
対
前
年
度
比
一
・
一
％
減

の
総
額
八
一
九
億
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ヽ
ー

る
が
、
平
成
一

0
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
支

援
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
°

「
ア
ー
ツ
プ
ラ
ン
2
1
」
は
、
①
芸
術
創
造
特
別
支
援

事
業
（
我
が
国
舞
台
芸
術
の
水
準
を
高
め
る
た
め
、

け
ん

そ
の
牽
引
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
芸
術
団
体

に
対
す
る
重
点
的
支
援
）
、
②
国
際
芸
術
交
流
推
進

事
業
（
国
際
的
な
芸
術
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
海

外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
等
の
海
外
公
演
へ
の
支
援

を
行
う
ほ
か
、
平
成
―

0
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
「
我

が
国
で
行
わ
れ
る
舞
台
芸
術
の
固
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
へ
の
支
援
を
予
定
）
‘
③
芸
術
創
造
基
盤
整
備

事
業
（
我
が
國
の
次
代
の
芸
術
界
を
担
う
若
手
芸
術

家
の
養
成
二
研
修
r

芸
術
活
動
の
胴
査
研
究
な
ど
、

統
括
芸
術
団
体
が
行
う
ソ
フ
ト
基
盤
の
整
備
を
支

援
）
、
④
舞
台
芸
術
振
興
事
業
（
日
本
芸
術
文
化
振

興
会
（
芸
術
文
化
振
興
基
金
）
を
経
由
す
る
補
助
金

に
よ
り
、
我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
水
準
向
上
に
資
す

る
優
れ
た
公
濱
を
支
援
）
の
四
事
業
か
ら
な
っ
て
お

り
、
芸
術
家
。
芸
術
団
体
の
芸
術
創
造
活
動
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

49 
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こ
れ
ま
で
の
国
語
施
策
は
主
と
し
て
表
記
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
立
案
、
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
国

語
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
の
著
し
い
変
化
を
踏
ま
え
、

⑭
国
語
施
策
の
推
進

,

5

忍
ぎ
喜
ふ
．
c

ぶ
4
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口
新
国
立
劇
場
の
整
備
・
充
実

平
成
九
年
一

0
月
に
開
場
し
た
新
国
立
劇
場
は
、

平
成
一

0
年
二
月
ま
で
の
開
場
記
念
公
演
を
終
了
し
、

四
月
か
ら
は
通
常
年
度
の
公
演
を
開
始
す
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
我
が
国
現
代
舞
台
芸
術
の
一
層
の
充
実
発

展
を
図
り
、
ま
た
広
く
芸
術
文
化
を
享
受
で
き
る
場

と
す
る
た
め
、
公
演
事
業
で
は
、
創
作
的
な
公
演
や
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
蓄
積
を
目
指
す
と
い
っ
た
分
野
ご

と
の
方
針
に
沿
っ
て
自
主
制
作
の
公
演
を
基
本
に
し

て
活
動
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
芸
術
文
化
の
普
及
理
解
の
一
助
に
資

す
る
た
め
の
鑑
賞
教
室
や
、
い
わ
ゆ
る
貸
し
劇
場
を

行
う
ほ
か
、
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手

育
成
の
た
め
の
研
修
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国

若

手

芸

術

家

の

養

成

．

我
が
国
の
若
手
芸
術
家
の
海
外
や
国
内
に
お
け
る

専
門
的
な
研
修
を
行
う
機
会
や
、
海
外
の
芸
術
家
が

我
が
国
で
研
修
を
行
う
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
「
芸

術
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
一

0
年
度
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
派
遣
研
修
員

数
の
拡
充
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

岡
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
等
の
メ
デ
ィ

ア
芸
術
の
創
作
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
メ
デ
ィ

ア
芸
術
プ
ラ
ザ
」
を
新
た
に
設
け
る
ほ
か
、
メ
デ
ィ

ア
芸
術
作
品
の
発
表
・
顕
彰
の
場
を
提
供
す
る
「
メ

る
「
国
民
文
化
祭
」
を
今
年
度
は
「
ニ
ー
世
紀
へ
文

化
を
お
こ
す
豊
の
風
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
大
分
県

で
開
催
す
る
(

-

0

月
1

七
日
＼
二
六
日
）
。

ま
た
、
高
校
生
の
創
造
活
動
の
水
準
を
向
上
さ
せ
、

相
互
に
交
流
が
深
ま
る
よ
う
、
「
空
高
く
創
造
の

鳥
舞
い
上
が
れ
」
を
テ
ー
マ
に
、
鳥
取
県
で
第
二

二
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
を
開
催
す
る
（
八

月
七
日
＼
―
-
日
）
。

著
作
権
制
度
は
、
文
化
的
な
活
動
の
所
産
で
あ
る

著
作
物
の
創
作
行
為
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る

た
め
に
不
可
欠
な
制
度
で
あ
る
。
文
化
庁
に
お
い
て

は
、
近
年
の
情
報
技
術
の
発
達
等
に
よ
る
著
作
物
の

利
用
形
態
の
多
様
化
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
、
著
作
権
制
度
の
改
善
を
随
時
行
っ
て
い

る
。
な
お
、
著
作
権
に
関
す
る
国
内
外
の
諸
問
題
に

(4) 

文
教
施
策
の
進
展
●
平
成
＿
0
年
度
の
唇
＝

デ
ィ
ア
芸
術
祭
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

一
方
、
映
画
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
新
し
い

才
能
を
発
掘
す
る
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
ヘ
の
支
援

を
新
た
に
行
う
ほ
か
、
国
際
映
画
祭
へ
の
参
加
に
対

す
る
支
援
の
拡
充
や
、
貴
重
な
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
修

復
事
業
の
拡
充
な
ど
、
我
が
国
映
画
芸
術
振
興
の
拠

点
で
あ
る
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ

ー
の
整
備
・
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

日
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
創
造
活
動
の
促
進

地
域
に
根
ざ
し
た
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
が
全
国

各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
「
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
す
る
。
こ
の
事
業
に
お

い
て
、
地
域
の
文
化
遺
産
な
ど
を
活
か
し
な
が
ら
、

特
色
あ
る
芸
術
文
化
を
創
造
、
蓄
積
、
発
信
す
る
こ

と
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
地
方
公
共
団
体
等

を
支
援
す
る
。

ま
た
、
国
内
外
の
若
き
気
鋭
の
芸
術
家
を
招
聰
し
、

地
域
に
一
定
期
間
滞
在
し
て
、
創
作
活
動
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
高
度
で
独
創
性
に
あ
ふ
れ
た
芸
術
文
化

の
創
造
を
図
る
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
事
業
（
国
際
芸
術
家
村
事
業
）
」
を
平
成
九
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

⇔
芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実

全
国
各
地
に
お
い
て
、
国
民
が
優
れ
た
舞
台
芸
術

を
直
接
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
、
「
移
動
芸
術
祭
」
、
「
こ

平
成
五
年
一
「
月
に
国
語
審
議
会
に
対
し
「
新
し
い

時
代
に
応
じ
た
国
語
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
諮

問
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
審
議
会
で
は
「
言

葉
遣
い
に
関
す
る
こ
と
」
、
「
情
報
化
へ
の
対
応
に
関

す
る
こ
と
」
、
「
国
際
社
会
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
」

を
中
心
に
審
議
を
行
い
、
平
成
七
年
―
一
月
に
は
、

審
議
経
過
報
告
を
文
部
大
臣
に
行
っ
た
。

平
成
八
年
七
月
に
発
足
し
た
第
ニ
―
期
国
語
審
議

会
で
は
、
同
報
告
を
踏
ま
え
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
急
速

な
普
及
の
中
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
漢
字
の
字
体
」

や
「
敬
語
を
中
心
と
す
る
言
葉
遣
い
」
の
問
題
に
つ

い
て
、
集
中
し
た
審
議
を
進
め
て
い
る
。
特
に
漢
字

の
字
体
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
ま
で
に
「
字

体
表
試
案
」
を
と
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
引
き
続
き
「
こ
と
ば
」
シ
リ
ー
ズ
（
冊

子
）
等
の
作
成
・
配
布
等
を
行
う
ほ
か
、
日
本
語
教

育
の
指
導
内
容
・
方
法
の
充
実
を
図
る
た
め
、
言
語

政
策
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
を
新
た
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

著
作
権
施
策
の
展
開

巳
地
域
文
化
の
振
興

ど
も
芸
術
劇
場
」
、
「
青
少
年
芸
術
劇
場
」
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
学
校
教
育
の

場
に
お
い
て
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
に
触
れ
、
参
加
す

る
こ
と
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を
持
ち
、
主
体
的
に
判

断
行
動
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
を
図
る
「
舞
台
芸

術
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
大
都
市
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
、
優
れ

た
美
術
作
品
や
文
化
財
を
身
近
に
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、

「
国
立
博
物
館
・
美
術
館
等
所
蔵
名
品
巡
回
展
」
等

を
実
施
す
る
。

国
公
立
文
化
施
設
の
活
性
化
支
援

文
化
会
館
が
、
自
ら
公
演
を
企
画
す
る
な
ど
主
体

的
な
活
動
を
展
開
す
る
上
で
不
可
欠
な
芸
術
文
化
情

報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
た
め
、
専
門
家
（
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
助
言
等
を
行
う
「
芸
術
情
報
プ

ラ
ザ
」
事
業
を
実
施
す
る
。

岡
地
域
に
お
け
る
文
化
を
支
え
る
人
材
の
育
成

文
化
施
設
の
運
営
に
携
わ
る
職
員
の
資
質
の
向
上

を
図
る
た
め
、
文
化
会
館
の
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
舞
台
技
術
に
関
す
る
研
修
を
行
う
ほ
か
、
公
私
立

博
物
館
・
美
術
館
の
人
文
系
学
芸
担
当
職
員
を
対
象

と
し
た
「
キ
ュ
ー
レ
ー
タ
ー
研
修
（
上
級
・
中
級
）
」

等
を
実
施
す
る
。

国
地
域
住
民
の
芸
術
文
化
活
動
へ
の
参
加
の
奨
励

文
化
活
動
に
参
加
し
た
い
と
い
う
人
々
の
意
欲
を

喚
起
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
文
化
活
動
の
水
準
が

高
め
ら
れ
る
よ
う
、
全
国
規
模
の
文
化
の
祭
典
で
あ

戦
略
的
・
機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
著
作
権
担
当
の
審
議
官
及
び
国
際
著
作

権
課
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

H

情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
著
作
権
施
策
の
展

開
等
平
成
八
年
末
に

W
I
P
o
（
世
界
知
的
所
有
権
機

関
）
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
新
条
約
の
早
期
批
准
を

目
指
し
つ
つ
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
進
展
に
伴
う
著
作
物
の
利
用
形
態
の
多
様
化

に
対
応
す
る
た
め
、
著
作
権
制
度
の
一
層
の
改
善
を

図
る
。
ま
た
、
適
切
か
つ
円
滑
な
権
利
処
理
体
制
の

整
備
を
図
る
た
め
、
権
利
の
集
中
管
理
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
ほ
か
、
「
著
作
権
権
利
情

報
集
中
機
構
(
J
,
C
I
S
）
」
（
仮
称
）
の
実
現
に

向
け
た
調
査
研
究
の
推
進
や
関
係
団
体
間
の
協
議
を

促
進
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。

⇔
国
際
的
協
力
の
推
進

著
作
権
分
野
に
お
け
る
国
際
的
協
力
と
し
て
、

W

I
P
O
等
に
お
け
る
新
条
約
策
定
作
業
等
へ
の
積
極

的
参
画
や
、
途
上
国
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
研

修
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。
ま
た
、
平
成
一

0
年

度
か
ら
は
、
「
海
賊
版
防
止
対
策
事
業
」
を
新
た
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
J
I
C
A
（
国
際
協
力
事
業

団
）
と
の
協
力
に
よ
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。

国
著
作
権
の
保
護
意
識
の
向
上

著
作
権
保
護
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

著
作
権
に
対
す
る
国
民
の
一
層
の
理
解
が
必
要
で
あ
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恐

凶
伝
統
文
化
の
後
継
者
養
成
確
保

⑭
文
化
財
の
保
存
修
理
等

宗
務
行
政
の
推
進

る
。
こ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
各
種
の
講
習
会
の

開
催
、
資
料
の
発
行
等
を
通
じ
、
著
作
権
保
護
に
対

す
る
国
民
の
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。
．

ま
た
、
平
成
八
年
度
か
ら
は
、
中
学
校
の
生
徒
が

著
作
権
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
よ
う
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
た
著
作
権
読
本
を
作
成
し
、
全
国
の
中
学
校

等
に
毎
年
度
配
布
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
一

0
年
度
か
ら
新
た
に
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
員
を
対
象
と
し
た
教
職
員
著
作
権
講

習
会
を
実
施
す
る
。

国
宝
・
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
を
末
永
く
保
存

し
て
い
く
た
め
に
は
、
定
期
的
な
修
理
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
計
画
的
な
保
存
修
理
事

業
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
平
成
八
年
度
に
導
入
さ
れ
た
文
化
財
登
録

制
度
に
よ
る
文
化
財
建
造
物
の
登
録
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
登
録
さ
れ
た
建
造
物
の
保
存
・
活
用
を
図

る
た
め
、
そ
の
修
理
事
業
に
係
る
設
計
監
理
費
の
一

部
補
助
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

一
方
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
に

つ
い
て
は
、
緊
急
に
修
理
が
必
要
な
物
件
に
つ
い
て

計
画
的
な
保
存
修
理
を
行
い
、
文
化
財
の
適
切
な
公

開
・
活
用
を
図
る
た
め
の
保
存
修
理
事
業
に
対
す
る

補
助
の
充
実
を
図
る
。

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）

が
行
う
後
継
者
養
成
・
技
芸
錬
磨
の
た
め
の
経
費
の

助
成
対
象
人
数
を
九
六
名
か
ら
一

0
0名
に
拡
充
す

る
な
ど
、
重
要
無
形
文
化
財
の
後
継
者
の
養
成
・
確

国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
化
発
信
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
一

0
年
度
に
お
い
て
は
、
東
京

国
立
博
物
館
の
平
成
館
新
営
や
法
隆
寺
宝
物
館
改
築
、

圃
文
化
発
信
の
た
め
の
基
盤
整
備

平
成
九
年
五
月
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
と
し
て

の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
図
り
、
あ
わ

せ
て
我
が
国
の
多
様
な
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア

イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
化

庁
に
お
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
く
指
定
法
人
に
対
し

て
、
ア
イ
ヌ
関
連
施
策
の
推
進
の
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
な
ど
、
本
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
ア
イ

ヌ
文
化
の
振
興
等
の
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

圃
ァ
イ
ヌ
文
化
の
振
興

今働

．
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現
在
、
我
が
国
に
は
、
教
派
、
宗
派
、
教
団
と
い

令
っ
た
大
規
模
な
宗
教
団
体
を
は
じ
め
、
神
社
、
寺
院
、

馨
教
会
等
の
様
々
な
宗
教
団
体
が
存
在
し
、
多
様
な
宗

傘

教
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
約
一
八
万
四

鬱令

0
0
0
の
宗
教
団
体
が
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教

魯
法
人
と
な
っ
て
い
る
。

・
現
在
の
宗
教
法
人
制
度
を
規
定
す
る
宗
教
法
人
法

は
、
昭
和
二
六
年
四
月
三
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。

鬱會

同
法
の
目
的
は
、
宗
教
団
体
に
法
人
格
を
与
え
、
宗

魯令
教
団
体
が
自
由
で
か
つ
自
主
的
な
活
動
を
す
る
た
め

喩
の
物
的
基
礎
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。

命
平
成
七
年
―
二
月
の
宗
教
法
人
法
の
一
部
改
正
（
八

年
九
月
施
行
）
に
よ
り
、
財
務
関
係
書
類
等
の
所
轄

魯魯轡
庁
へ
の
提
出
が
、
新
た
に
宗
教
法
人
に
義
務
づ
け
ら

睾
れ
た
。
こ
れ
は
、
施
行
日
以
後
に
始
ま
る
会
計
年
度

．
．
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．
魯
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
が
困
難
な
保
を
図
る
。

個
人
の
住
宅
建
設
等
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
ま
た
、
文
化
財
の
保
存
に
欠
か
せ
な
い
選
定
保
存

に
対
す
る
国
庫
補
助
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
埋
技
術
の
保
持
者
が
行
う
後
継
者
養
成
事
業
の
補
助
対

蔵
文
化
財
の
分
布
調
査
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
充
実
象
人
数
を
三
六
名
か
ら
四
一
名
に
拡
充
し
、
選
定
保

を
図
り
、
埋
蔵
文
化
財
保
護
と
開
発
事
業
と
の
調
整
存
技
術
の
後
継
者
の
養
成
・
確
保
を
図
る
。

の
円
滑
化
を
推
進
す
る
。

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い

理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を

図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
本
年
度
も
引

き
続
き
、
文
化
財
を
大
切
に
保
存
し
て
次
世
代
に
継

承
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
公
開
・
活
用
し
、
広

く
国
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

文
化
財
の
次
世
代
へ
の

麗
継
承
•
発
展

に
係
る
書
類
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一

0
年
度
に
本
格
的
に
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

文
化
庁
で
は
、
提
出
書
類
に
つ
い
て
簡
潔
に
解
説
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
都
道
府
県
や
宗
教
法

人
に
配
布
す
る
な
ど
、
書
類
提
出
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
書
類
の
提
出
に
よ
り
、

従
来
そ
の
把
握
が
困
難
で
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
不
活

動
宗
教
法
人
の
実
態
把
握
が
あ
る
程
度
可
能
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
所
管
法
人
を
含
む
不

活
動
宗
教
法
人
の
整
理
促
進
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

文
教
施
策
の
進
展
●
平
成
l

0

年
度
の
唇
＝

奮喜＜
n-雪―
H-U
暑i-

奈
良
国
立
博
物
館
の
第
二
新
館
（
仮
称
）
新
営
及
び

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
新
営
等
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
京
都
国
立
博
物
館
の
百
年
記
念
館

（
仮
称
）
新
営
の
た
め
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
計
画

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
立
国
際
美
術
館
移
転
新
営
工

事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
国
立
西
洋
美
術
館
の
新

営
展
示
施
設
周
辺
整
備
工
事
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。ま
た
、
九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、

展
示
や
施
設
な
ど
の
構
想
を
具
体
化
し
た
基
本
計
画

の
策
定
に
着
手
す
る
な
ど
、
そ
の
設
置
に
向
け
た
調
一

査
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
全
国
的
な
公
募
展

等
を
行
う
新
し
い
国
立
美
術
展
示
施
設
（
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
仮
称
）
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
等
の
建
設
準
備
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る。
さ
ら
に
、
収
蔵
品
情
報
の
公
開
等
を
行
う
た
め
の

文
化
財
・
美
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
充
実
を
図

り
、
公
私
立
の
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
を
含
め
、
美

術
品
や
文
化
財
等
の
情
報
を
総
合
的
・
横
断
的
に
検

索
で
き
る
共
通
索
引
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
。
こ

れ
に
公
立
文
化
施
設
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
地
域
文
化
情
報
シ
ス
テ
ム
や
現
代
舞
台
情
報
シ
ス

テ
ム
、
文
化
に
関
す
る
情
報
を
子
ど
も
向
け
に
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
を
加
え
た
文
化
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
充
実
を
進
め
る
。

a

．
 

鬱

．
 

鬱

子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
に
誇

り
を
持
ち
な
が
ら
心
豊
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
●

地
域
に
お
け
る
次
世
代
へ
の
文
化
継
承
活
動
の
推
進
鬱

を
支
援
す
る
た
め
の
研
究
開
発
を
都
道
府
県
教
育
委
．夢．． 

員
会
に
委
嘱
す
る
「
ふ
る
さ
と
文
化
継
承
活
動
支
援

事

業

」

を

新

た

に

実

施

す

る

。

―

.

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
、
親
や
地
域
の
人
々
と
共
會

に
史
跡
等
を
通
じ
て
主
体
的
に
学
び
、
ふ
れ
あ
う
こ
鬱♦

 

と
に
よ
り
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を
実
感
し
、
そ
の
こ

鬱

．
 

と
が
「
心
の
教
育
」
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
史
跡
等
の
活
用
を
総
合
的
・
複
合
的
に
行
鬱

う
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
●

そ
の
活
用
促
進
の
た
め
の
研
究
開
発
を
委
嘱
し
、
そ
睾

．
 
．
 

の
成
果
を
全
国
に
普
及
す
る
「
ふ
れ
あ
い
歴
史
の
さ

と

事

業

」

を

新

た

に

実

施

す

る

。

●

鬱♦
 

四
史
跡
等
の
保
存
整
備
・
活
用

鬱

．
 

史
跡
等
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
と
と
も
に

働

広
く
活
用
す
る
た
め
、
地
域
の
歴
史
の
文
化
の
拠
点

と
な
る
史
跡
等
に
つ
い
て
学
習
機
能
·
複
合
的
整
備
•

を
行
う
「
歴
史
ロ
マ
ン
再
生
事
業
（
地
方
拠
点
史
跡
魯

等

総

合

整

備

事

業

）

」

の

充

実

を

図

る

。

●
鬱

．
 

ま
た
、
史
跡
等
の
保
存
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体

が
行
う
史
跡
等
の
指
定
地
の
公
有
化
事
業
に
対
す
る
働

国

庫

補

助

の

充

実

を

図

る

。

拿

鬱9
 

♦
 
鬱令◎’ 會轟―傘魯♦

 
魯會魯會鬱傘轡魯鬱令鬱♦

 
轡會
．
鬱會＠

 
専魯傘魯舎鬱傘

幽

｝睾

(1) 

文
化
財
の
ふ
れ
あ
い
推
進
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●
座
談
会

二
一
世
紀
、

私
立
大
学
は
こ
う
変
わ
る

（
出
席
者
）
戸
田
修
三
／
奥
島
孝
康

大
沼
淳
／
志
村
尚
子
（
司
会
）
上
杉
道
世

●

論

文

竹

内

宏

／

水

野

博

之

●

事

例

紹

介

立

命

館

大

学

ほ

か

・
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
.
 

―
特
別
記
事

一
学
術
研
究
に
お
け
る
評
価
一

◎
文
部
時
報
4
月
臨
時
増
刊
号

中
央
教
育
審
議
会
中
閻
報
告

●
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て

文
h

後
の
地
方
教
育
行
政
の
在
り
方
に

つ
い
て

4
月
末
日
刊
行
予
定

●
巻
頭
言

大
学
改
革
の
中
の
私
学
馬
居
泰
彦

品私立大学を
H指して

●
次
号
(

5

月
号
）
予
告

集

▽
今
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
、
平
成
一

0
年

度
の
文
教
施
策
全
般
を
紹
介
す
る

r
文
教
施

策
の
進
展
」
で
す
。
教
育
・
学
術
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野
の
施
策
や
、
行
政
改
革

な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
教
育
改

革
へ
の
文
部
省
の
取
組
に
つ
い
て
、
こ
の
特

集
を
通
じ
て
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▽
新
年
度
を
迎
え
た
今
月
号
か
ら
本
誌
の
連

載
企
画
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

新
し
い
企
画
と
し
て
「
記
念
館
め
ぐ
り
ー

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
」
を
始
め
ま
す
。
近

年
、
地
域
振
興
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
音
楽
や

美
術
な
ど
で
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
を

顕
彰
し
た
博
物
館
、
美
術
館
が
各
地
に
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
グ
ラ
ビ

編
「読者からのたより」欄への投稿、「文部時報読

者アンケート」を歓迎します。本誌を読んでの感想、

御意見等をお寄せください。

●「読者からのたより」投稿規定

① I件につき400字以内②住所、氏名、年齢、
ー職業、電話番号を明記（誌上匿名可） ③掲載分にI は薄謝進呈
※文章を一部手直しさせていただくことがあります。

‘送り先 〒I00-0013 東京都千代田区霞が関3-2-2
文部省大臣官房政策課「文部時報」緬集部

※電子メールでも受け付けております。

宛先名「jiho@monbu.go.jp」．r文部時報読者アンケート」
文部時報読者アンケートは添付のはがきのほかに

電子メールでも受け付けております。 • 
宛先名「jiho@monbu.go.jp」

■芯孟芸；は溢；を・
文部省では、我が国の文教施策等を広く皆様に紹

介するため、インターネット等を利用して情報を提

供しています。

インターネットアドレス：

http: //www.monbu.go.jp／（半角入力）
パソコン通信：

GOコマンド(Nifty-Serve)
Jコマンド (PC-VAN) _ }MONBUSHO 

なお、パソコン通信による情報提供は、国立教育

会館の協力を得て実施しています。

後

記

ア
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
「
私
と

教
育
、
私
と
し
つ
け
」
で
は
外
国
人
の
方
を

中
心
に
、
教
育
や
し
つ
け
に
つ
い
て
の
御
自

身
の
考
え
や
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
天
然
記
念
物
歳
時
記
」
は
、
全
国
各
地
の

天
然
保
護
区
域
を
北
か
ら
順
に
紹
介
し
ま
す
。

「
名
作
シ
リ
ー
ズ
む
ほ
、
国
立
西
洋
美
術
館

の
所
蔵
作
品
を
一
年
間
紹
介
し
ま
す
。

▽
四
月
は
年
度
替
わ
り
で
、
い
ろ
い
ろ
と
慌

た
だ
し
い
中
に
新
入
生
や
新
社
会
人
が
入
っ

て
き
て
新
鮮
な
気
持
ち
に
も
な
る
も
の
で
す
。

新
年
度
に
向
け
て
編
集
部
も
メ
ン
バ
ー
が
大

幅
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新

年
度
も
引
き
続
き
「
文
部
時
報
L

を
御
愛
読

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

K

.

s

)
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